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　令和４年５月10日（火）に開会した令和４年第２回蘭越町議会臨時会は、会期を１日間とし、

同日閉会しました。

　町から提案あった条例の一部改正３件、工事請負契約の締結３件、動産の取得１件、令和４年度

蘭越町一般会計補正予算、令和４年度蘭越町介護保険サービス事業特別会計補正予算を原案どおり

可決しています。

　６月16日（木）から２日間の日程で開会した第２回蘭越町議会定例会は、予定されていた議案

等の審議が終了したため、16日で閉会しました。

　町から提案のあった人権擁護委員の推薦１件、条例の一部改正２件、組合規約の変更３件、工事

請負契約の締結３件、動産の取得１件、補正予算３件を原案どおり可決、経済建設常任委員会に付

託された意見書案１件についても原案どおり可決しました。

　また、繰越明許費繰越計算書など報告４件と閉会中の継続調査申出書３件の承認を行い閉会しま

した。

議　　案 件　　　名　　　等 結　果

議 案 第 １ 号 蘭越町税条例等の一部を改正する条例 原 案 可 決

議 案 第 ２ 号 蘭越町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議 案 第 ３ 号 蘭越町貝の館条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議 案 第 ４ 号 工事請負契約の締結について（大谷第１揚水機場ポンプ更新工事） 原 案 可 決

議 案 第 ５ 号
工事請負契約の締結について（第３団地公営住宅屋根・外壁改修工
事）

原 案 可 決

議 案 第 ６ 号 工事請負契約の締結について（曙団地公営住宅屋根・外壁改修工事） 原 案 可 決

議 案 第 ７ 号 動産の取得について（除雪トラック） 原 案 可 決

議 案 第 ８ 号 令和４年度蘭越町一般会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

議 案 第 ９ 号 令和４年度蘭越町介護保険サービス事業特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

議会の審議一覧（第１回定例会以降）議会の審議一覧（第１回定例会以降）

令和４年第２回臨時会審議内容

令和４年第２回定例会審議内容

令和４年第２回臨時会審議内容

令和４年第２回定例会審議内容
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議　　案 件　　　名　　　等 結　果

諮 問 第 １ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 選 任 同 意

議 案 第 １ 号 蘭越町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議 案 第 ２ 号
後志南部地区地域資源循環管理施設（土壌改良資材製造施設）の設
置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

原 案 可 決

議 案 第 ３ 号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について 原 案 可 決

議 案 第 ４ 号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について 原 案 可 決

議 案 第 ５ 号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について 原 案 可 決

議 案 第 ６ 号 工事請負契約の締結について（宝橋橋りょう補修工事） 原 案 可 決

議 案 第 ７ 号
工事請負契約の締結について（蘭越町総合運動公園野球場大規模改
修工事）

原 案 可 決

議 案 第 ８ 号
工事請負契約の締結について（機能強化対策昆布地区管路施設工
事）

原 案 可 決

議 案 第 ９ 号 動産の取得について（育苗トラック） 原 案 可 決

議案第１０号 令和４年度蘭越町一般会計補正予算（第２号） 原 案 可 決

議案第１１号 令和４年度蘭越町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

議案第１２号 令和４年度蘭越町一般会計補正予算（第３号） 原 案 可 決

意見書案第１号
森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向けた施策の充実・強
化を求める意見書

原 案 可 決

報 告 第 １ 号 繰越明許費繰越計算書について（令和３年度蘭越町一般会計） 報 告 済

報 告 第 ２ 号
繰越明許費繰越計算書について（令和３年度蘭越町簡易水道事業特
別会計）

報 告 済

報 告 第 ３ 号
令和３年度蘭越町情報公開条例及び蘭越町個人情報保護条例の運用
状況について

報 告 済

報 告 第 ４ 号 例月出納検査結果報告 報 告 済

承 認 第 １ 号 閉会中の継続調査申出書（総務文教常任委員会） 承 　 　  認

承 認 第 ２ 号 閉会中の継続調査申出書（経済建設常任委員会） 承 　 　  認

承 認 第 ３ 号 閉会中の継続調査申出書（議会運営委員会） 承 　 　  認
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　令和４年７月29日（金）に開会した令和４年第３回蘭越町議会臨時会は、会期を１日間とし、

同日閉会しました。

　町から提案あった条例の一部改正１件、令和４年度蘭越町一般会計補正予算を原案どおり可決し

ています。

　また、議会運営委員会から提案の特別委員会の設置についても全会一致で可決しました。

議　　案 件　　　名　　　等 結　果

発 委 第 １ 号 特別委員会の設置について 原 案 可 決

議 案 第 １ 号 蘭越町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議 案 第 ２ 号 令和４年度蘭越町一般会計補正予算（第４号） 原 案 可 決

報 告 第 １ 号 所管事務調査の中間報告について（総務文教常任委員会） 報 告 済

令和４年第３回臨時会審議内容令和４年第３回臨時会審議内容

田村陽子議員の発言・行動に関する
調査特別委員会が設置されました

　田村陽子議員の発言・行動に対して、町民や団体から議会へ電話や文書による抗議が寄せられた

ことから、７月26日に議会運営委員会を開催し対応を協議しました。

　協議の結果、蘭越町議会としてこの状況を真摯に受け止め、抗議が寄せられている内容について

調査を行う必要があるとのことから、特別委員会の設置を議会運営委員会として求めることとしま

した。

　７月29日開会の令和４年第３回臨時会において、除斥規定により田村陽子議員を除く議員全員を

委員とする特別委員会の設置について、委員会発委により議案が提出され、全会一致で可決されま

した。

　なお、委員長に熊谷雅幸議員、副委員長に難波修二議員が選考されております。

　 除斥とは　 除斥とは

　除斥（じょせき）とは、議会における審議の公正を期するために、審議案件と一定の利害関

係を有する議員は、当該案件の審議に参加することができないとする制度のことで、地方自治

法第117条に規定されています。また、蘭越町議会委員会条例第16条にも同様に規定されてい

ます。

　なお、除斥議員は原則として審議に加わることはできませんが、議会や委員会の同意がある

ときは出席し、発言することができます。
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♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦
♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦
♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦
♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦
♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦
♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦
♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦

「定例会」と「臨時会」について

　令和４年６月16日に開会した令和４年第２回蘭越町議会定例会では、1名の議員から１

本の一般質問が提出されました。

　内容を要約してお知らせしますので、詳細については町のホームページに載せている

会議録をご覧になるか、蘭越町役場３階議会事務局で閲覧ください。

■質問者一覧

田　村　陽　子 議員

　定例会と臨時会定例会と臨時会

　町議会には、定期的に開かれる「定例会」と必要に応じて開かれる「臨時会」があります。

　定例会は、条例で年４回と定められており、定例会規則により３月、６月、９月、12月に開

催すると定められています。

　定例会、臨時会では、はじめに会期（会議を行う期間）が決められ、原則としてその期間中

に本会議や委員会を開いて、議案の審議を行います。

　招  集招  集

　定例会と臨時会は、いずれも町長が招集しますが、臨時会については、議員定数の４分の１

以上の議員の請求、もしくは、議長が議会運営委員会の議決を経て請求することにより招集さ

れる場合があります。

　なお、議長もしくは議員からの請求があったときは、町長は20日以内に臨時会を招集しなけ

ればならないことになっています。

　
　会  期会  期

　会期は、会議の初めに議会の議決で決めることになっています。また、会期の延長は、通

常、議会運営委員会で日数を決め、議長発議により本会議に諮って決定しています。

令和４年第２回定例会令和４年第２回定例会

一 般 質 問一 般 質 問

■町民プールの今後の改修において、町民の健康維持と

　子供たちの可能性を伸ばす温水への転換について

６Ｐ
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田
村 

陽
子
議
員

　
蘭
越
町
個
別
施
設

計
画
を
見
る
と
、
町
民
プ
ー
ル
の
耐
用

年
数
34
年
に
対
し
て
、
本
年
で
稼
働
31

年
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
夏
場
で
あ
っ
て
も
水
で
の
プ
ー
ル
は

体
温
を
奪
わ
れ
、
長
く
入
っ
て
い
ら
れ

な
い
と
い
う
声
を
多
く
聞
き
ま
す
。

　
施
設
が
あ
っ
て
も
利
用
が
少
な
い
の

は
水
温
が
原
因
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
冬
場
の
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
開
講
、
健
康
維
持

す
る
こ
と
で
の
医
療
費
の
抑
制
、
子
供

の
水
泳
選
手
の
発
掘
・
育
成
な
ど
温
水

プ
ー
ル
へ
転
換
す
る
こ
と
で
、
蘭
越
町

に
と
っ
て
明
る
い
未
来
が
拓
か
れ
る
と

考
え
ま
す
が
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

小
林
教
育
長
　

町
民
プ
ー
ル
の
利
用

者
は
、
開
館
当
初
か
ら
は
減
少
し
、
こ

こ
数
年
は
、
約
80
日
間
の
開
館
期
間
で

４
，
０
０
０
人
程
度
の
利
用
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
少
子
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
、
様
々
な
要
因

に
よ
り
利
用
者
数
が
減
少
し
て
い
る
も

の
で
、
水
温
が
全
て
の
原
因
で
あ
る
と

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
水
温

は
、
最
低
22
度
以
上
、
水
温
と
室
温
を

合
わ
せ
52
度
以
上
と
し
て
開
館
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
個
々
に
感
じ
方
の
違

い
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
日

で
も
長
く
開
館
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

る
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

町
民
プ
ー
ル
を
温
水
化
し
た
場
合
、

多
額
な
改
修
費
用
や
維
持
費
用
な
ど
の

財
源
、
管
理
・
専
門
的
指
導
を
行
う
人

材
の
確
保
な
ど
、
現
実
的
に
大
き
な
課

題
が
挙
げ
ら
れ
、
利
用
者
を
見
込
ん
だ

費
用
対
効
果
等
、
十
分
な
検
証
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
た
蘭
越
町

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
個
別
施
設

計
画
に
基
づ
き
、
施
設
の
改
修
を
計
画

的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

緊
急
性
、
必
要
性
に
よ
り
優
先
度
を
十

分
見
極
め
て
の
施
設
整
備
と
な
り
ま
す

の
で
、
町
民
プ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

拙
速
な
温
水
化
は
難
し
く
、
現
状
の
ま

ま
の
機
能
を
維
持
し
た
長
寿
命
化
で
の

対
応
を
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
　
　
　
　
　
町
民
プ
ー
ル
は
、
町
民

の
健
康
維
持
・
増
進
、
子
供
た
ち
の
教

育
的
な
体
力
づ
く
り
を
重
視
す
る
の
が

施
設
の
意
義
で
あ
り
、
費
用
対
効
果
や

費
用
が
か
か
る
か
ら
考
え
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
水
温
が
25
度
以
下
で
長
時
間
入
っ
て

い
る
と
、
熱
を
奪
わ
れ
て
低
体
温
症
の

危
険
性
が
あ
り
、
水
難
事
故
、
溺
れ
る

事
故
に
必
ず
繋
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
れ
の
大
き
な
原
因
は
水
温
に
あ
る

の
で
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
や
体
力
づ

く
り
の
た
め
、
高
齢
者
も
安
心
し
て
使

え
る
も
の
に
す
る
と
の
認
識
を
持
つ
方

向
に
い
か
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

小
林
教
育
長

　
ど
れ
だ
け
の
水
泳
人

口
が
い
る
の
か
、
し
っ
か
り
掴
め
て
い

な
い
現
状
の
中
で
す
が
、
年
間
を
通
す

と
な
る
と
維
持
経
費
の
増
や
人
材
の

確
保
も
困
難
な
こ
と
、
水
泳
だ
け
で

な
く
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
も
あ
り
、

色
々
な
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
財
源
を
使
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
ご

理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

田
村
議
員

　
温
水
プ
ー
ル
に
し
て
く

だ
さ
い
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
し
、
町

民
プ
ー
ル
の
利
用
者
の
減
少
を
水
泳
に

興
味
が
な
い
と
の
こ
と
で
、
事
業
の
縮

小
や
温
水
化
に
し
な
い
と
い
う
考
え
で

は
な
く
、
町
と
し
て
子
供
た
ち
の
健
康

田
村
議
員

や
免
疫
力
を
高
め
る
と
の
意
味
を
し
っ

か
り
と
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

小
林
教
育
長
　

温
水
化
を
考
え
な
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
水

泳
の
良
さ
や
ど
の
よ
う
に
新
し
い
事
業

を
組
み
込
ん
で
い
け
ば
い
い
の
か
、
そ

し
て
水
泳
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
ど
う
増

や
し
て
い
け
る
の
か
が
課
題
に
な
ろ
う

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

水
泳
連
盟
と
も
温
水
化
の
必
要
性
、

広
域
的
な
施
設
の
利
用
も
含
め
て
検
討

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

田
村
議
員

　
改
修
す
る
に
し
て
も
、

温
水
化
を
や
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
利
用
者
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
原
因
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
町
民
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実

施
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
全
体
の
体
力
向
上
の
取
組

み
と
し
て
、
水
泳
や
温
水
プ
ー
ル
の
活

用
を
お
願
い
し
た
い
。

小
林
教
育
長

　
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
は

６
支
部
、
13
の
競
技
団
体
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
ま
た
、

減
少
原
因
に
関
し
て
も
、
事
業
が
少
な

い
か
ら
な
の
か
、
魅
力
あ
る
事
業
が
足

り
な
い
の
か
、
水
温
が
原
因
な
の
か
と

い
う
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
水
泳
連
盟
と

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

町
民
プ
ー
ル
の
今
後
の
改
修
に
お
い
て
、
町
民
の
健
康
維
持

町
民
プ
ー
ル
の
今
後
の
改
修
に
お
い
て
、
町
民
の
健
康
維
持

と
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
伸
ば
す
温
水
へ
の
転
換
に
つ
い
て

と
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
伸
ば
す
温
水
へ
の
転
換
に
つ
い
て
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◆
５
月
10
日
（
火
）
に
蘭
越
町
議
会
活

性
化
協
議
会
を
開
催
し
、
研
修
実
施
や

所
管
事
務
調
査
で
学
校
等
を
訪
問
す
る

際
に
は
、
相
手
方
に
安
心
し
て
受
け
入

れ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
抗
原
検
査
を

実
施
す
る
こ
と
を
賛
成
多
数
で
決
定
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ

の
後
の
各
常

任
委
員
会
に

お
い
て
、
適

切
な
感
染
症

対
策
を
講
じ

る
こ
と
も
決

定
し
て
お
り

ま
す
。

　
な
お
、
田
村
議
員
よ
り
５
月
17
日
に

抗
原
検
査
実
施
撤
回
要
求
書
の
提
出
が

あ
り
ま
し
た
が
、
６
月
16
日
開
催
の
蘭

越
町
議
会
活
性
化
協
議
会
に
お
い
て
、

適
切
な
感
染
症
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を

再
度
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

■
議
会
全
体
の
活
動
計
画

①
委
員
会
活
動
と
研
修
事
業
の
充
実

　

・
適
切
な
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
常

　
　

任
委
員
会
の
活
性
化
及
び
行
政
視

　
　

察
研
修
の
実
施
。

※
適
切
な
感
染
症
対
策
と
は
、
厚
生
労

働
省
が
示
し
て
い
る
「
マ
ス
ク
の
正
し

い
着
用
」「
手
洗
い
の
励
行
」「
３
密
（
密

接
・
密
集
・
密
閉
）
回
避
」「
こ
ま
め

な
換
気
」
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
蘭

越
町
議
会
独
自
の
取
り
決
め
と
し
て
、

必
要
に
応
じ
て
抗
原
検
査
を
実
施
す
る

も
の
で
す
。

②
第
６
次
蘭
越
町
総
合
計
画
の
推
進

　

・
実
行
計
画
の
着
実
な
推
進
の
検
証
。

③
第
６
回
「
町
民
と
の
意
見
交
換
会
」

　

の
実
施

　

・
運
営
方
法
の
一
層
の
改
善
。

■
常
任
委
員
会
の
活
動
計
画

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

①
機
敏
な
常
任
委
員
会
運
営

　

・
適
切
な
所
管
事
務
調
査
実
施
と
委

　
　

員
会
運
営
の
充
実

②
新
規
事
業
の
計
画
、
実
施
に
関
す
る

　

点
検
調
査

　

・
総
合
計
画
及
び
町
政
執
行
方
針
に

　
　

掲
げ
る
事
務
事
業
や
新
規
事
業
の

　
　

状
況
を
調
査
。

③
他
委
員
会
委
員
の
参
加
を
含
め
た
所

　

管
事
務
調
査
の
充
実

　

・
事
務
事
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め

　
　

る
た
め
、
全
議
員
の
参
加
を
奨
励

　

委

員

長　
　

難　

波　

修　

二

　

副
委
員
長　
　

向　

山　
　
　

博

　

委

員　
　

冨　

樫　

順　

悦

　

委

員　
　

栁　

谷　
　
　

要

　

委

員　
　

田　

村　

陽　

子

（
所
管
課
は
、
総
務
課
、
税
務
課
、
住

民
福
祉
課
、
健
康
推
進
課
、
教
育
委
員

会
）

【
経
済
建
設
常
任
委
員
会
】

①
適
切
な
常
任
委
員
会
運
営
・
審
議
の

　

充
実

　

・
関
係
す
る
案
件
の
審
議
時
の
委
員

　
　

会
開
催

②
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
の
参
加

　

を
含
め
た
所
管
事
務
調
査
の
充
実

　

・
所
管
事
務
調
査
を
丁
寧
に
行
う
た

　
　

め
、
所
管
課
ご
と
の
開
催

　

・
事
務
事
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め

　
　

る
た
め
、
全
議
員
の
参
加
を
奨
励

③
所
管
事
務
に
関
す
る
議
案
、意
見
書
、

　

決
議
、
請
願
（
陳
情
）
に
対
し
て
の

　

調
査
・
審
議
の
徹
底
と
充
実

　

・
所
管
事
務
に
関
連
す
る
案
件
に
つ

　
　

い
て
、
審
議
を
取
り
進
め
る

　

委

員

長　
　

永　

井　
　
　

浩

　

副
委
員
長　
　

赤　

石　

勝　

子

　

委

員　
　

熊　

谷　

雅　

幸

　

委

員　
　

金　

安　

英　

照

　

委

員　
　

淀　

谷　
　
　

融

（
所
管
課
は
、
農
林
水
産
課
、
農
業
委

員
会
、
商
工
労
働
観
光
課
、
建
設
課
）

今
年
度
の
議
会
活
動
計
画
を
決
定
し
ま
し
た

今
年
度
の
議
会
活
動
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
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総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
全
国
２

位
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

調
査
内
容
と
し
て
は
、
情
報
共
有
、

住
民
参
画
、
議
会
機
能
強
化
の
３
つ
の

分
野
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

登
別
市
議
会
の
辻
議
長
か
ら
、
議
会

改
革
、
映
像
配
信
シ
ス
テ
ム
の
経
緯
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
に
Ｉ
Ｔ
推
進
に
関
す
る
特

別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
協

議
が
始
ま
り
、

平
成
13
年
に

議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を

作
成
、
運
用

が
開
始
さ
れ
、

各
会
派
ご
と

に
１
台
の
パ

ソ
コ
ン
が
設
置
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
14
年
に
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を

目
指
し
て
、
議
事
録
、
条
例
等
の
Ｃ
Ｄ

化
が
進
め
ら
れ
、
予
算
や
決
算
資
料
等

の
デ
ー
タ
配
付
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
議
員
に
パ
ソ
コ
ン
が
貸
与

さ
れ
、
議
場
へ
の
パ
ソ
コ
ン
持
ち
込
み

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
も
許
可
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
に
は
議
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
た
め
、
議
会
改
革
推
進

当
日
の
朝
に
抗
原
検
査
を
実
施
し
、
全

員
が
陰
性
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
か

ら
視
察
研
修
に
臨
み
ま
し
た
。

　

登
別
市
議
会
の
現
況
に
つ
い
て
は
、

議

員

数

19

名
（
う
ち
女

性
議
員
は
３

名
）
、
平
均

年
齢
は
56
．

５
歳
で
、
定

例
会
は
年
４

回
、
臨
時
会

は
令
和
３
年

で
３
回
開
催

と
、
臨
時
会
開
催
の
少
な
さ
に
驚
き
を

感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
は
６
つ
の
委
員
会
で

構
成
さ
れ
、
年
に
15
回
か
ら
24
回
開
催

さ
れ
て
お
り
、
委
員
会
活
動
が
活
発
に

行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

積
極
的
な
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
早
稲
田

大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
が
実
施
し

て
い
る
、
議
会
改
革
度
調
査
２
０
２
１

委
員
会
を
設
置
、
平
成
19
年
に
議
会
基

本
条
例
、
議
会
中
継
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
検
討
す
る
た
め
の
４
つ
の
小
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
本
会
議
・
委
員
会
に
お

い
て
も
中
継
で
き
る
よ
う
検
討
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
20
年
に
予
算
要
求
に
向
け
、
予

算
の
圧
縮
を
図
る
た
め
、
既
存
施
設

の
利
用
を
す
る
な
ど
、
導
入
事
業
費

１
千
３
５
０
万
円
、
年
間
保
守
委
託
料

１
２
６
万
円
を
当
局
へ
予
算
要
求
し
、

平
成
21
年
３
月
に
予
算
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
り
業
者
選
定
を
実
施
し
、
事
業
費

１
千
２
１
２

万
５
千
円
で

契
約
、
９
月

に
本
会
議
・

委
員
会
の
試

験
運
転
を
開

始
し
、
10
月

か
ら
本
格
稼

働
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
23
年
５
月
に
、
約
４
年
間
に
渡

る
協
議
を
経
て
、
議
会
基
本
条
例
が
施

行
さ
れ
、
条
例
に
基
づ
き
市
民
と
の
議

論
の
場
、
市
民
と
の
意
見
交
換
の
場
と

し
て
「
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
年
１
回

　
７
月
５
日
（
火
）
か
ら
６
日
（
水
）

ま
で
の
２
日
間
、
蘭
越
町
議
会
議
員
道

内
視
察
研
修
を
９
名
の
議
員
の
参
加
に

よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

　
５
日
に
登
別
市
議
会
と
ウ
ポ
ポ
イ

（
民
族
共
生
象
徴
空
間
）
を
視
察
、
６

日
は
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
、
北
海
道
町
村
議
会
議

員
研
修
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
秋
に
本
町
議
会
で
も
導
入
予
定
で

あ
る
議
場
内
映
像
配
信
に
つ
い
て
、
先

進
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
登
別
市
議

会
の
視
察
内
容
を
淀
谷

　
融
議
員
か
ら

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
場
内
映
像
配
信
に
つ
い
て

　

本
町
の
議
場
内
映
像
配
信
シ
ス
テ
ム

導
入
に
伴
う
先
進
地
の
視
察
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

７
月
５
日
に
議
員
８
名
と
事
務
局
職

員
２
名
で
、
登
別
市
議
会
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

訪
問
に
先
立
ち
、
議
員
・
職
員
の
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
、
研
修

蘭
越
町
議
会
議
員
道
内
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た

蘭
越
町
議
会
議
員
道
内
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
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開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
年
々
参
加
者

が
減
少
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
そ
う
で

す
。

　

平
成
31
年
に
は
、
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
令
和

３
年
に
委
員
会
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

よ
る
議
員
の
参
加
が
可
能
と
な
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
先
進
地
の
視
察
研
修
を
踏
ま

え
、
蘭
越
町

議
会
の
独
自

の
映
像
配
信

シ
ス
テ
ム
に

向
け
、
問
題

点
や
課
題
等

に
つ
い
て
検

討
し
、
運
用

規
則
ま
た
は

要
綱
な
ど
の

作
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　

大
変
お
忙
し
い
中
、
辻
弘
之
登
別
市

議
会
議
長
自
ら
丁
寧
に
説
明
を
い
た
だ

い
た
こ
と
に
お
礼
を
申
し
上
げ
、
非
常

に
意
義
あ
る
視
察
研
修
で
あ
っ
た
こ
と

を
報
告
し
ま
す
。

　
　

蘭
越
町
議
会
議
員　

淀
谷　
　

融

　
滋
賀
県
大
津
市
に
あ
る
全
国
市
町
村

国
際
文
化
研
修
所
の
「
市
町
村
議
会
議

員
研
修
５
日
間
コ
ー
ス

　
新
人
議
員
の

た
め
の
地
方
自
治
の
基
本
」
を
本
議
会

か
ら
金
安
英
照
議
員
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
費
に
よ
り
「
市
町
村
議
会

議
員
研
修
２
日
間
コ
ー
ス

　
行
政
評
価

を
活
用
し
た
決
算
審
査
」
も
併
せ
て
受

講
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
研
修
の
内
容
等

に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
研
修
受
講
の
経
緯
》

　

市
町
村
議
会
議
員
が
専
門
的
な
勉
強

や
研
修
を
受
講
す
る
学
び
舎
と
し
て
、

滋
賀
県
は
大
津
市
、
琵
琶
湖
の
ほ
と
り

に
全
国
市
町
村
議
会
議
員
の
研
修
施
設

【
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
、
通

称　

国
際
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
】
が
あ
り

ま
す
。

　

私
も
一
年
目
に
研
修
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
が
、
以
降
の
申
し
込
み
は
、
件
の

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
休
講
が
続
き
、
研
修

所
自
体
が
こ
の
二
年
間
ま
と
も
に
開
所

さ
れ
ず
に
お
り
ま
し
た
。

　

よ
う
や
く
今
年
の
４
月
か
ら
定
員
数

を
縮
小
し
再
開
と
の
事
で
、
５
月
の
研

修
を
申
し
込
み
ま
し
た
。
希
望
者
が
多

い
と
抽
選
に
な
る
の
で
、
予
め
受
け
た

い
授
業
を
２
つ
申
し
込
み
、
ど
ち
ら
か

一
つ
で
も
受
か
れ
ば
良
い
の
で
は
と
、

議
会
事
務
局
と
進
め
て
い
た
所
、
ど
ち

ら
も
抽
選
で
受
講
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
研
修
は
、

①
５
月
９
日
～
13
日（
５
日
間
コ
ー
ス
）

「
新
人
議
員
の
た
め
の
地
方
自
治
の
基

本
」
と

②
５
月
18
日
～
19
日（
２
日
間
コ
ー
ス
）

「
行
政
評
価
を
活
用
し
た
決
算
審
査
」

を
受
講
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
こ
の
研
修
所
が
ど
の
よ

う
な
施
設
な
の
か
を
、
少
し
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
研
修
所
の
目
的
》

　

こ
こ
で
は
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く

様
々
な
課
題
に
対
応
し
、
幅
広
い
テ
ー

マ
の
中
か
ら
学
ん
で
み
た
い
「
お
題
」

（
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
各
自
治
体
の
議
会

事
務
局
宛
に

予
定
表
が
通

知
さ
れ
る
）

を
選
択
し
、

各
関
係
省
庁

か
ら
の
講
師
、

各
分
野
に
精

通
さ
れ
た
大

学
教
授
等
、

諸
機
関
か
ら

多
岐
に
渡
り
多
く
の
知
識
や
ス
キ
ル
を

学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
地
域
振
興
の
問
題

解
決
へ
の
取
組
み
方
や
発
想
力
・
提
案

力
の
向
上
を
養
い
ま
す
。

《
研
修
生
活
》

　

通
年
開
所
で
、
一
度
に
最
大
で
三
百

人
の
収
容
が
可
能
。

　

研
修
生
は
三
畳
一
間
の
宿
泊
棟
を
与

え
ら
れ
、
講
義
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
大
講
堂
に
て
受
講
。

　

毎
日
必
ず
最
後
に
グ
ル
ー
プ
分
け
が

行
わ
れ
、
そ
の
日
講
師
か
ら
出
さ
れ
た

課
題
を
班
ご
と
に
ま
と
め
て
発
表
。

議
員
研
修
を
受
講
し
て
き
ま
し
た

議
員
研
修
を
受
講
し
て
き
ま
し
た
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食
事
は
大
食
堂
に
て
一
斉
に
と
り
、

各
階
に
シ
ャ
ワ
ー
室
等
が
あ
り
ま
す
。

所
謂
「
合
宿
所
生
活
」
「
缶
詰
め
生
活
」

を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

専
門
的
な
勉
強
を
し
た
い
、
研
修
を

受
け
た
い
と
な
る
と
、
【
国
際
文
化
ア

カ
デ
ミ
ー
】

で
受
講
す
る

の
が
良
い
の

で
し
ょ
う
。

　

議
員
向
け

の
研
修
が
充

実
し
て
い
る

の
で
、
地
元

の
近
畿
東
海

地
方
や
関
西

方
面
の
近
県
で
す
と
非
常
に
来
や
す
い

施
設
で
す
が
、
北
海
道
か
ら
は
早
々
と

何
度
も
受
講
出
来
な
い
の
が
悩
ま
し
く

あ
り
ま
す
。

《
研
修
の
成
果
に
つ
い
て
》

　

「
新
人
議
員
の
た
め
の
地
方
自
治
の

基
本
」
研
修
の
参
加
者
は
80
人
（
う
ち

女
性
議
員
は
25
人
）
で
、
１
期
目
の
議

員
を
対
象
と
し
た
も
の
で
す
。

　

研
修
の
内
容
は
、
地
方
自
治
制
度
や

地
方
議
会
制
度
等
の
講
義
の
受
講
後
、

小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
や

発
表
に
向
け
て
の
演
習
を
行
う
、
と
て

も
有
意
義
な
研
修
で
し
た
。

　

研
修
参
加
者
も
、
各
市
町
村
の
１
期

目
の
議
員
ば
か
り
で
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
の
議
員
活
動
に
つ
い
て
、
色
々
と
意

見
交
換
も
で
き
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
の
思
い
を
強
く

感
じ
た
次
第
で
す
。

　

続
い
て
、
「
行
政
評
価
を
活
用
し
た

決
算
審
査
」
研
修
の
参
加
者
は
61
人
で
、

自
治
体
の
決
算
に
向
け
て
の
審
査
の
ポ

イ
ン
ト
や
行
政
評
価
を
活
用
し
た
決
算

審
査
に
つ
い
て
、
講
義
と
演
習
を
受
講

し
て
き
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
た
先
輩
議
員
か
ら
参

考
と
な
る
お
話
し
を
伺
っ
た
り
、
こ
れ

か
ら
９
月
の
定
例
会
に
予
定
さ
れ
て
い

る
決
算
特
別

委
員
会
に
向

け
て
、
ど
の

よ
う
に
審
査

し
て
い
く
べ

き
か
の
ヒ
ン

ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
か

ら
の
議
員
活

動
に
活
か
せ
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
予
算
や
決
算
に
関
す
る
研
修

は
、
一
度
の
受
講
で
は
内
容
が
難
解
な

た
め
、
再
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
理
解
を
深

め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

《
最
後
に
》

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
人
流
・
交
流
が
途

絶
え
、
ど
こ
の
自
治
体
も
地
元
の
イ
ベ

ン
ト
や
地
域
の
会
合
が
中
止
や
延
期
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
の

日
頃
の
お
付
き
合
い
に
も
、
こ
の
２
年

半
の
間
、
悩
ま
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

議
員
は
住
民
の
意
思
を
反
映
し
、
地

域
の
発
展
や
住
民
の
福
利
の
向
上
に
邁

進
し
一
体
と
な
っ
て
、
住
民
全
体
の
地

方
自
治
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。

　

そ
れ
に
は
何
よ
り
も
先
ず
、
己
自
身

が
安
心
・
安
全
の
奉
仕
者
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

議
員
が
皆
さ
ん
に
感
染
さ
せ
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
っ
て
は
本
末
転
倒
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
事
な
の
で
す
。

　

今
回
の
よ
う
な
研
修
で
、
新
た
な
知

識
を
学
び
吸
収
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、

ま
た
、
道
内
視
察
研
修
等
で
先
進
地
を

勉
強
す
る
こ
と
も
大
切
な
職
務
の
一
環

と
感
じ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
叱
咤
激
励
を
有
難
く

頂
戴
し
、
こ
の
間
の
成
長
の
糧
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
議

会
開
催
日
に
役
場
３
階
議
会
事
務

局
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
議
会
の
定
例
会
は
３
月
、６
月
、

９
月
、
12
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

臨
時
会
は
必
要
の
都
度
、
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
開
催
日
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　
委

員

長
　
向

　
山

　
　
　
博

　
副
委
員
長
　
永
　
井
　    

浩

　
委
　
　
員
　
田
　
村
　
陽
　
子

　
委
　
　
員
　
金
　
安
　
英
　
照

　
委
　
　
員
　
淀
　
谷
　
　
　
融

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
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◆
調
査
日　

令
和
４
年
６
月
27
日

　

教
育
委
員
会
に
つ
い
て
調
査
を
し
ま

し
た
。

　

令
和
４
年
度
第
１
回
の
所
管
事
務
調

査
は
、
町
内
各
学
校
を
訪
問
し
て
、
児

童
・
生
徒
の
授
業
を
参
観
す
る
と
と
も

に
、
学
校
の
取
組
等
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
各
学
校
で
は
、
運
動
会

等
の
行
事
を
終
え
、
夏
休
み
前
の
学
習

の
ま
と
め
に
取
り
組
む
忙
し
い
時
期
に

も
か
か
わ
ら
ず
対
応
し
て
い
た
だ
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
は
日
頃
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に

腐
心
さ
れ
て
い
る
学
校
へ
配
慮
し
、
訪

問
参
加
者
は
事
前
に
抗
原
検
査
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
学
校
関
係
者
の
安
堵
を

感
じ
ま
し
た
。

【
蘭
越
小
学
校
に
つ
い
て
】

　

算
数
と
体
育
の
専
科
教
員
の
加
配
措

置
が
終
わ
り
、
英
語
科
に
つ
い
て
も
来

年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
町
配
置
の
学

習
支
援
員
は
学
校
運
営
上
大
変
貴
重
に

な
っ
て
お
り
、
全
学
年
の
授
業
で
活
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
複
数
学
年

の
児
童
で
編
制
さ
れ
て
い
る
特
別
支
援

学
級
は
、
学
年
を
分
け
て
指
導
す
る
な

ど
大
変
な
状
況
も
あ
り
、
学
校
全
体
の

支
援
員
と
Ｔ
Ｔ
配
置
の
見
直
し
も
し
た

い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

勤
務
時
間
管
理
や
会
議
資
料
印
刷
廃

止
な
ど
学
校

に
お
け
る
働

き
方
改
革
の

取
組
や
、
保

護
者
と
の
連

絡
メ
ー
ル
に

全
家
庭
が
加

入
し
て
い
る

と
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

【
昆
布
小
学
校
に
つ
い
て
】

　

昆
布
小
学
校
は
児
童
数
が
年
々
増
加

し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
か
ら
５
学
級

編
制
、
令
和
８
年
度
か
ら
は
全
学
年
が

単
式
編
制
と
な
る
予
定
で
す
。

　

３
・
４
年
生
及
び
５
・
６
年
生
の
複

式
学
級
は
児
童
が
14
人
お
り
、
学
級
編

制
基
準
の
16
人
に
近
く
、
複
式
学
習
の

指
導
は
大
変
難
し
い
状
況
で
あ
る
が
、

授
業
改
善
に
努
め
て
い
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

高
学
年
に
な
る
ほ
ど
間
接
指
導
中
の

児
童
に
よ
る
学
習
の
進
め
方
は
定
着
し

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
学
校
を

挙
げ
て
複
式
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

【
蘭
越
中
学
校
に
つ
い
て
】

　

数
学
及
び
理
科
の
授
業
に
つ
い
て
は
、

習
熟
度
別
や
少
人
数
に
学
級
を
編
制
し

て
指
導
す
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
学

習
定
着
を
図
る
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

１
年
生
の
社
会
科
、
２
年
生
の
数
学

と
理
科
、
３
年
生
の
国
語
を
参
観
し
ま

し
た
。
睡
魔
に
襲
わ
れ
や
す
い
午
後
の

時
間
帯
の
授
業
で
し
た
が
、
ど
の
学
年

も
真
剣
に
学
習
に
取
り
組
む
生
徒
の
姿

は
好
感
が
持
て
ま
し
た
。

　

昨
年
度
予
算
で
購
入
し
た
美
術
室
の

机
と
椅
子
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

重
厚
で
綺
麗
な
仕
上
が
り
で
、
大
切

に
使
用
し
て
い
き
た
い
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

【
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い

て
】

　

部
活
動
指
導
員
配
置
へ
の
謝
意
と
、

地
域
移
行
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
有
識
者
会
議
が
ま

と
め
た
中
学
校
部
活
動
の
目
指
す
姿
に

よ
れ
ば
、
２
０
２
５
年
度
末
ま
で
の
３

年
間
を
め
ど
に
、
段
階
的
に
休
日
の
指

導
か
ら
地
域
移
行
す
る
よ
う
に
提
言
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

難
し
い
取
組
と
思
わ
れ
ま
す
が
全
国

的
な
潮
流
で
す
の
で
、
本
町
で
の
可
能

性
や
課
題
等
に
つ
い
て
、
今
か
ら
関
係

団
体
と
も
連
携
し
て
検
討
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

【
学
級
編
制
及
び
教
職
員
配
置
基
準
に

つ
い
て
】

　

蘭
越
小
学
校
の
複
数
児
童
が
在
籍
す

る
特
別
支
援
学
級
や
昆
布
小
学
校
の
基

準
人
数
ぎ
り
ぎ
り
の
複
式
学
級
は
、
学

級
運
営
や
学
習
指
導
面
が
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、
教

員
配
置
基
準
の
改
善
や
加
配
措
置
な
ど

の
要
請
を
機
会
あ
る
ご
と
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

【
施
設
整
備
に
つ
い
て
】

　

数
年
来
の
町
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
（
障
が
い
の
あ
る
者
と
障
が
い
の
な

い
者
が
共
に
学
ぶ
仕
組
み
）
へ
の
配
慮

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
年
度
予
算
措

置
さ
れ
て
い
る
蘭
越
小
学
校
の
椅
子
式

昇
降
機
は
、
夏
休
み
中
に
設
置
さ
れ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
対
象
児
童
の
学
年
昇
級
に
伴

い
、
２
・
３
階
へ
の
多
目
的
ト
イ
レ
や

水
飲
み
場
の
設
置
に
つ
い
て
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

総
務
文
教
常
任
委
員
長　

難
波
修
二

総
務
文
教
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査
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昨
年
、
一
昨
年
と
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

の
影
響
で
、
町
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

や
町
内
会
な
ど
の
事
業
等
が
中
止
や
延

期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
始

め
、
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
日
常
生
活

が
戻
っ
て
き
た
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
７
月
か
ら
感
染
者
が
急
増
し
始
め
、

第
７
波
と
も
と
れ
る
拡
大
傾
向
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
こ
の
夏
に
３
年
ぶ
り

に
孫
た
ち
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
感
染
急
拡
大
の
現
状
か
ら
、
会

う
こ
と
は
難
し
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
注
意
が
欠
か
せ
な
い
日
々
が
続
き

ま
す
が
、
基
本
的
な
感
染
症
対
策
（
マ

ス
ク
の
着
用
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
、
三

密
の
回
避
、
換
気
の
実
施
な
ど
）
の
徹

底
や
、
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

旅
行
や
イ
ベ
ン
ト
等
へ
参
加
す
る
前
に
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
を
受
け
る
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
が
今
後
の
感
染
の
急

拡
大
を
防
止
す
る
意
識
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　

本
議
会
に
お
い
て
も
感
染
症
対
策
と

し
て
、
視
察
研
修
等
で
訪
問
の
際
に
は
、

抗
原
検
査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員　

淀
谷　

融

編
集
後
記

　６月16日、蘭越町議会第２回定例会開会前の議場において、６月14日に札幌市・ホテル

ポールスター札幌で開催された北海道町村議会議長会定期総会で表彰された議員の表彰状の

伝達が行われました。

　表彰された議員は、次のとおりです。

【北海道町村議会議長会自治功労者表彰】
〇町村議会議長７年以上　　冨樫　順悦　議員

　　金町長から、表彰状の伝達が行われました。

４月19日
　総務文教常任委員会、経済建設常任委員会

５月10日
　議会運営委員会

　第２回臨時会

　議会活性化協議会

　総務文教常任委員会、経済建設常任委員会

６月９日
　経済建設常任委員会

　議会運営委員会

６月16日
　議会運営委員会

　第２回定例会

　議会活性化協議会

　総務文教常任委員会

６月27日
　総務文教常任委員会所管事務調査

６月29日
　経済建設常任委員会所管事務調査

７月15日
　経済建設常任委員会

７月26日
　議会運営委員会

７月29日
　議会運営委員会

　第３回臨時会

８月５日
　田村陽子議員の発言・行動に関する調査

　特別委員会

北海道町村議会議長会自治功労者表彰

議 会 の 主 な 活 動 状 況
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